
セクションオ

アーチれんが上に焚上ることも防止できるので， 一般にはほと

んどこの方法が使用されている。

練炭焚火法 甲種練炭と乙種練炭と ではその性質が異なるた

め，焚火方法もまた異なってくる。すなわち甲種練炭は主原料

が無煙炭の石炭であるため燃焼速度がi昼く，少量の投炭はかえ

っ て火~内に冷気の進入を招き， t員失が生ずるので，先を見越

しての一時投段を必要と する。乙種練炭はほとんど褐炭(かっ

たん)の上級ものから涯青炭(れきせいたん)の粉炭または微粉

が主原料として使用されており海発分も多いので， 石炭の場合

の焚火と間程度に指噂されている。

保火とは機関車が仕事をしないてら 峻関区に停留している場

合に， ある 一定のポイラ l王 ・ポイラ水位を維持するために，最

小限度の石炭燃焼をさせておく状態をいうのである。

埋火とは1昆火と 1 ， ;1 .内容を有するものである。

吹抜とは火本!付において ， 強通風によ って火床の一部が取り

去 られる 1見守4 土 '.うのであって，機関車が空転した場合，ある

いは火防止に ;:j の投炭を実施しなかった場合に生ずるもので，

これがlD ~f ーす ると 穴室内には冷気が進

スし蒸気不昇騰の原因となる j拐合が
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投炭 11園序 と( 1.;1<.床の平lID f ,' ¥ 、くつか

に区分 L . ニの包汁された V;ifi!rに投炭

する順ヰをいう のであるリ これは投炭

練習をするぬ合慎霊j火~~において ， 投

決する 1 1闘 rrがきめられていて基礎的な

ゾョベル扱動作ーである。実際逆転の場

合は負荷に 1111陀、するので必らーずしも こ

のようにはならない。 D 5 1 形における |い 7 8 2 
1.量約， .1

投目と順序を凶に示す。(野村I王義)

せきたんりくあげき 石炭陸揚団員 (央)coal unloade r 船積

ι した Tï tðとを陸上にあげる機械。 陀織機の能率の良否flt，期}の

適用効率を上，fる上に大きな影響を有する。

除f品般に 1:'陸t品作業専片jのものと陸

傍池にi委した貯炭場の貯炭払出 f'J':業に

llt l!lするものとがある。L 、ずれも汽骨ü ・

竣帆骨ü ・ は し けカ・ら石炭をつかみ取る

ためには， くヶ 川grab bucket) を使

HI しなけれl まな らない。バケツの容量

(:1:ハ ッチの大きさから制限をうけるた

め 3 t 以ドのものが多い。

草子 Jfl陵織機として最も有名な

ものは， アメリカで使われてい

る ヒューレ γ ト陣織機 ( Hullet

unloader) である。こ hf1 17t 

つかみのバケツを使用し ， 陸場

能力 1 ，200 t /h に達するといわ

れるもので，船も この陸t易機の

使}刊に[垣である ような特殊な憐造のものを1史川 している。

わが国にはこの種のものはなく，水平引込起 if(峨や，小径間

の橋形クレー γが広く用いられている。これらのものは起重機

本体に受ホッパを持ち， ハケツ で船内からつかみ上げた石炭を

この中に入れ，ホ ッパの底からベノレト コンベヤで貯炭場まで運

ぶ。したがっ てパケツはハソチと ホ ァパ間を往復するi!iJJf'乍をく

り返すだけであるから，作業は簡単で能率が耐い。とくに水平

引込起訴機は， 巻上げと 51.i}"動作だけで陵場できるから，速か

な作業が可能である。汽船からの石炭陵織に当つては，狭いハ

石以降 織機
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ツチからパケツを船鎗(せんそう)内に振り込む必要があるため，

上述の水平!:l l.i}"起重機を使用するか，橋形起重機を使用すると

きには，旋回クプ付のものを採用するとよい。

貯炭場作業兼用の陸揚機には，橋形起重機が広く使用される。

水平引込起Z電機を使用し，旋回動作を利用して後方に貯炭する

方式もあるが，貯炭能力が小さい。橋形記重機では， 7'./ トロ

リ式，旋回ジプ式，水平!:l l.i}"起重桜付等がある。前二者ではト

ロリはハ ッチ直上まで移動しなければならから，長いひじを必

要とし，起重峨本休が走行する際，船のマストその他の陣審物

をさけるために，ひじは術仰(ふぎょう)可能にな っ ている。船

鎗内にパケツをふり込み得る点からは，旋回ジプ付の方が便利

である。水平引込起軍機付の場合には，ひじを長くする必要は

なく，水平引込起重機の長い旋回半径を利用して陵織を行える。

橋形けたの一端にホッパを設け，けた内にベルトコンベヤを設

置すると，水平引込起重慢は，停止したままで陵揚を行うこと

ができる。この場合他の形式のようにパケツに石炭をつかんだ

ままで移動する必要がないから能率は高い。(井図緑朗)

せきたんれっし e 石炭列車北海道，九州などの炭坑地帯干に

石炭のみを繍送する目的で運転される貨物列車をとくに石炭列

車と L、う。主 として炭坑地帯と石炭積出港問等に設定されてお

り，石炭車のみで組成される場合が多い。(菅野太次)

せき lまくせん 石北線 宗谷本線新旭川駅から東進， 大雪山の

山麓を走り遠軽を経て北見駅に至る 181km の線。線路等級は

丙線で，校線がな L 、から国鉄における線路名称として，本線と

支線との区別のない例の l つとなっている。

この線ははじめ東西両線に分ち石北西線として旭川コちから大

正 11 ・ 11 新旭川 ・愛別間， 昭和 4 ・ 11 愛別・中越聞が開通した。

石北東線は遠軽カから義工し，昭和 2 ・ 10 遠軽 ・丸瀬布問， 昭和

4 ・ 8 丸瀬布・ 白滝聞が開通した。のち昭和 7 ・ 10 商線中越・東線

白滝聞が開通，東西岡線が最古ばれたので湧別線遠軽 ・ 北見(旧

野付牛) 聞をあわせて，新旭川・北見聞を石北線としたもので

ある。

石北線は北海道中央部ないし西部地区と網走地区 とを結ぶ線

と して，網走本線経由にくらべて距離もはるかに短く，旭川，

札幌，函館方凶と網走との間の直通列車は全部この線を経由し

ており ，網走本線池悶 ・ 北見聞は区間列車の運転にかぎられる

状態とな っ ている。線名は経過地が石狩聞の北部に当るので名

付けた。(森悌蒋)

セクション (英) section 電車線を電気附に区分する点をセク

ンョンといい，セクショ γの両側の電車線は電気附に絶縁され

てし、る。

セグ‘ノ ョソ (区分装置) の型を大別すると， エアーセクション

と ウ ッ ドセク シ ョ ン (木製区分がい子) がある。前者は両側の電

車線を別々に引留めてその間に空気絶縁をもっ並行部分を設け，

電気車の進入を容易な らしめている。後者は電車線に適当な絶

縁物をそう 入し，これによ っ て電気絶縁を行い，その下を電気

車が進入できる ように したものである。ウ ッ ドセクションは数

kg 以ヒのÆ量をもち電車線に硬点を形成するため， 高速運転

の線路には使われず，惰行および低速運転の区間にも っぱら使

用さ才Lている 。

セタショ ゾの箇所では両側に電EE差を生ずることが多く，電

車線の断級事故を生じる危険があるので， 列車運転にはノッチ

を切り離すなどとくに注意しなければならない。(佐々木英孝)

セクションオーバー (英)section over ウッドセク シ ョンの

区間に電気車が数鯛のパゾタ グラフをあげて進入すると，電気

車の共通母線を通じてセ夕、ン ョソの前後が電気的に短絡される
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